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新しいことを成し遂げられる人は、自分の可能性をまっすぐ 

に信じることができる人です。可能性とはつまり「未来の能力」だと言えます。現在の自分の力で、できる、で

きないを判断してしまっていては、新しいことや困難なことはいつまでたってもやり遂げられません。自分の可

能性を信じて、今よりも高いハードルを自分に課して、その目標を未来の一点で達成すべく全力を傾ける。その

時に必要なのは常に「思い」の火を絶やさないで燃やし続けるということです。それが夢や目標の達成につなが

り、またそうすることで自分がより成長するということなのです。まさに、人生は「自分磨き」なのです。 

 一見無理だと思える高い目標にもひるまず情熱を傾け、ひたむきな努力を惜しまない。そのことが、私たちの

能力をびっくりさせるほど伸長させ、また眠っていた潜在能力を開花させるのです。ですから、今できないこと

があっても、それは今の自分にできないだけであって、先の自分になら可能であると未来進行形で考えることが

大切です。３年生の皆さん、自分の将来の夢や目標に向かって、今、頑張るとき。「やりたいことが見つからな

い」「なりたい自分がわからない」といった言い訳はいりません。なりふり構わずやる、がむしゃらにやる。 

「令和２年度新入生保護者説明会」＆「授業体験・部活動見学」 

                          １２月１０日（水）新入生保護者説明会を開催 

                         しました。多数ご参加いただきありがとうござい 

                         ました。今年度は、小中連携事業の「授業体験・ 

                         部活動見学」も同日に開催し、保護者の皆様方に 

                         も中学校生活の一端をご覧いただけたかと思いま 

                         す。保護者説明会では、令和２年度から新しく変わ

る「標準服」も展示しました。セーターや半袖シャツの胸のマーク等若干変更するものはありますが、ご姉

妹兄弟で着られるものがありましたら、着用していただいて結構です。その他、ご不明や点やご不安なこと

がございましたら、中学校までご相談ください。 

学校教育目標 

「人を大切に，物を大切に，時を大切に」

～発信力・行動力を身につけ， 

自己肯定感を得られる生徒の育成～ 

＜１月の主な予定＞

７日 始業式  ９日 避難訓練

１２日 新春ジョギング大会

１６日 校内授業研究

２２日～３年学年末テスト

２８日 １・２年 学習確認プログラム

部活動以外でも大活躍 

＜テニス＞３年 繁益春音

 国民体育大会 少年女子ダブルス 京都府代表 

茨城国体 ６位入賞

＜フィギュアスケート＞３年 前野百花

 第 40回 全国中学校スケート大会出場
 第 75回 国民体育大会出場


